























































































































































































































































































































りなどを視点に，着目児の変容を追いながら，子どもたちが 「ひと• もの • こと」とどう関わって
いくかをみとることができるからである。問題に対して着目児の解決，追究の仕方をみる。つまり
着目児の「わからないことから，わからないことへ」の思考をみとることによって，クラス全体の
子どもたちが問い続け，学び続けていけるように支援していくことができるのである。問題廊厳を
深化していくためにも，一時間⑪受業におけるみとりに焦点をあて研究していく。教師は，学級全体で問
題解決へと近づけていくために子どもの考えを把握する。子どもたちの考えを把握し，整理しなが
ら，どの子の考えをとりあげれば学びが深まるのかといった視点をもち，子どもたち自ら焦点化す
る話し合いができるよう個に応じた支援も大切にしていきたい。そのために日々の子どもの様子を
記録してためていくカルテ，子どもの考えを記録した作文，授業記録，座席表などで個の学びをみとり，
支援していく。座席表には，カルテを通してみとって子どもの変化や様子と作文や授業記録などをもとに
した子どもの考えと子どもと子ども，そして子どもと課題の関係性を記録していく。
このような考えを大切にしながら，以下3点を視点にしてみとりと支援を行っていく。
① 子どもの生活とつながる学習問題
子どもたちが興味 • 関心をもつような活動翌彫的閂箋取り入れた複線的劃層的な単元計画が必要であ
る。また，他の友だちとの敦知）交流を考慮した学習問題が大切である。学習問阻とは子どもたちの問
題もスタートし， ‘相互の東1激”をしあう中芍架ヒ発展していくものである。学習問題と出合っ
たとき，子どもたち虞兼々な疑閉をもちながら追究をはじめる。化寛輿決ぺ乃毘翌滉通しがもてる切実
感のある学習問題でなゆ囮まならない。
② ひとり学習における子どもの変容
問題と積極的にかかわっていくと，ひとり学習の問題顎勧沼逹っていく。指導者にとって一人一人の
みとりと支援加樹こ重要になってくる。ノートや作文，発言から個々の学びをみとり，子どもたちの変容を
把握しながら単冠詢戎にいかしていきたいと考えている。個口芯じた支援をすることで，子どもたちが調べ
てきた様々な考えをつなぎ，焦点化しながら全体学習をっくつていく。
③ 子どもの関係性をとらえる
ひとり学習可局ゞてきたことや考えてきたことを全体学習召也者と対話させる中で， 一人一人の学びの
質を高めることができる。日々⑰受業や生活⑰兼子を座席表などで記禄してきたことをもとに子どもの関
係性をとらえた上で，対話学習では ともに学び，練り合う場面を囲こ大切にしたいと考えている。
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(2)研究仮説
社会認識公正な判断力，実践力をそれぞれ重点的に育む3つの学習過程を単元の中に位置づ
け，①出合い→②ひとり学び→③協働的な学び→④振り返り→⑤活かす ・つなげる という問題
解決的なプロジェクト型の学習過程において，子どもが「よりよい社会の形成に対する自己のか
かわり方」を追究すれば，よりよい社会の形成に参画する子どもが育つだろう。
(3)研究の評価
自分の思いや考え方の根拠となる資料等を，ひとり学習でみとるとともにその変容を把握する。様々な
活動におけるノートや侑如等で，個々の学びをみとり評価する。全体学習では話し合し活動が重して，
対話の深まり方を探り，評価する。子ども自身が学習を振り返る作文で，公正力て総合的に半1動する力が
育っているかを評価する。単元の導入と終末には作文を書いて，自ら変容を意識し，確かめるよう
にしている。また，学びの足跡を掲示したもので確認したり，個々でファイリングしたりするこ
とで，新たな課題を見つけて学びを深めてそういった子どもたちの評価をもとに，授業分析や子
どもの変容や深まりを視点に，成果と課題を考察していきたい。
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